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身近に見られる積雪の造形美の生成条件の解明

─北海道新聞読者からの写真を用いた解析─

直 井 和 子1＊，亀 田 貴 雄2，橘 井 潤3，樋 口 敬 二4

要 旨

2011 年 1 月に札幌市内で雪まりもが観察されたことから，同様の観察事例が北海道内で多くあると

考え，2012 年 12 月から 2013 年 3 月にかけて「雪まりもの写真を集めるキャンペーン」を北海道新聞

社が実施した．その結果，読者から 42 枚の写真が集まったが，そこには雪まりもに加えて，他の 5種

の積雪の造形美（雪だま，雪まくり，雪まくり（自動車のフロントガラス），雪ひも，渦巻き雪ひも）

の写真があった．本論文ではこれらの写真の中で代表的なものを紹介する．また，積雪の造形美 42

例の撮影地に最も近いアメダス観測点の気象データを用いて，積雪の造形美が生成された気象条件を

推定し報告する．
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1． はじめに

2011 年 1 月 14 日，北海道札幌市豊平区月寒の

吹雪後の雪原にて，直径 0.5〜2 cm 程度の球形の

雪の固まりを撮影し，その結果を「日本にも雪ま

りもがあった」として報告した（直井・樋口，2011）．

その後，札幌市手稲区在住の東海林明雄博士から

2011 年 1 月 11 日に札幌市手稲区稲穂にて同様な

球形の雪の固まりを観察したとの連絡を受けた．

観察時は風が強くこれまでに見たことのない雪の

玉が転がっていたので，不思議に思い撮影をした

という．この情報をきっかけとし，他にも同様の

事例が見つかれば雪まりもの形成条件を知る手掛

かりになると考え，市民への観察事例の情報提供

を樋口が橘井に提案した．これに基づき，北海道

新聞社が 2012 年 12 月から 2013 年 4 月にかけて

読者からの写真提供を依頼する記事を 3回掲載し

た（橘井，2014）．

その結果，雪まりもを含め北海道内で撮影され

た多様な形態の積雪の写真 42 枚を集めることが

できた．本報告では市民から提供を受けた写真を

紹介すると共に，その撮影事例について撮影時の

気象条件および撮影時から 6時間前の時間帯で生

成されたと推定した場合の気象条件を報告する．

2． 積雪の造形美の例

北海道内で撮影された雪まりも，雪だま，雪ま

くり，雪まくり（自動車のフロントガラス），雪ひ

も，渦巻き雪ひもなど 42 枚の写真を集めること

ができた．表 1に撮影日時，撮影場所，撮影者名

（敬称略）をまとめ，図 1に各分類の代表的な写真
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を示す．以下にそれぞれの形状の特徴を記載す

る．

図 1a，1b に雪まりもを示す．雪まりもとは南

極ドームふじ基地で発見された直径 0.5〜3 cm 程

度の球形で，軽くふわふわしていることが特徴で

ある（Kameda et al., 1999 ; 亀田，2005）．北海道

での観察場所は，雪原の中の樹木のそば，近くに

柵や橋のある河川敷，マンションのベランダ，建

物にさえぎられた吹きだまりのできやすい駐車場

であった．

図 1c に雪だまを示す．これは乾いた積雪また

は湿った積雪からできており，直径 10〜20 cm程

度（ソフトボールからハンドボール大）の球形で，

硬いことが特徴である．海岸，水田地帯，学校の
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表 1 集まった 42 枚の写真の撮影日時，撮影場所，撮影者（敬称略）．



雪氷 76 巻 5 号（2014） 身近に見られる積雪の造形美の生成条件の解明 347

図 1 2012 年 12 月から 2013 年 3 月までに北海道内の市民から寄せられた積雪の造形美の代

表的な写真．a，b：雪まりも，c：雪だま，d：雪まくり（平地），e：雪まくり（斜面），

f：雪まくり（自動車のフロントガラス），g：雪ひも，h：渦巻き雪ひも．



校庭など，開けた場所で観察され，雪だまが長距

離移動した軌跡が残っている場合もあった．

図 1d，1e に雪まくりを示す．乾いた積雪また

は湿った積雪からできており比較的硬く，直径 10

cm〜1m 程度の俵型である．山や森林の斜面に

できやすいが，暖かく風の強い日は海岸，田畑，

校庭などの平地でも観察されることもあった．こ

の形状の積雪が形成される要因として，風による

きっかけのほか，人や動物がきっかけになる場合

がある．図 1e は小樽市の潮見台シャンツェ（ス

キージャンプ台）の上部で子供が落とした小さな

雪が下に落ちるにつれて成長した直径 1m 程度

の雪まくりである．また，雪まくりの開始点にキ

ツネなどの足跡が観察されていることから動物の

歩行もそのきっかけになると考えられる．

図 1f に自動車のフロントガラスにできる雪ま

くりを示す．これは，湿った積雪からできており

比較的硬く，直径 5〜20 cm 程度の俵型あるいは

中央から巻いたものである．

図 1g に雪ひもを示す．雪ひもは高橋（1980）

でも示されているが，長く曲がりくねった形状の

積雪で，太い形状と細い形状がある．太くうねっ

た形状は樹木や橋の欄干に見られ，細い形状は電

柱に張り付いたものと自動車のナンバープレート

に垂れ下がったものが観察された．

図 1h に渦巻き雪ひもを示す．細い雪ひもが渦

を巻いているのが特徴である．玄関の窓ガラスの

着雪が渦を巻いて垂下した状態で観察された．

3． 積雪の造形美の生成時の気象条件

3．1 推定方法

2 章で紹介した 42 事例の撮影地に最も近いア

メダス観測点の気象データを用いて，積雪の造形

美生成時の気象条件を推定した．写真の撮影地と

アメダス観測所との距離（1/50000 地形図使用）

を表 2にまとめた．表 3は同種の事例が観察され

た気象条件をまとめた．ここで，表 3a は気象庁

HP で公開している 10 分間隔のアメダスデータ

を用いて，撮影時の気温，平均風速（10 分間での

平均風速），最大瞬間風速の範囲を示す．表 3b は

同じデータを用いて，撮影時から 6時間前までの

平均気温，平均風速，最大瞬間風速の範囲を示し

た．ここで，「撮影時」とは，写真が撮影された時

刻に最も近い 10 分間隔でのアメダスデータでの

気温，平均風速，最大瞬間風速を意味する．また，

表 3b では，例えば 14：08 に写真が撮影された場

合，8：00 から 14：10 までの 36 データを用いて気

温と風速の平均値を計算し，この間での最大瞬間

風速の最大値を求めた．

2008 年 9〜12 月以前の場合注1），最大瞬間風速

が気象庁 HP では公表されていない．このため，

表 2で *印をつけた北斗，駒場，石狩，宗谷岬，支

笏湖畔では撮影された月と同じ月での 2014 年の

10 分間隔の平均風速データを用いて，1ヶ月間で

の平均風速と最大瞬間風速との関係を求め，それ

を用いて写真撮影時の最大瞬間風速と撮影時から

6時間前までの最大瞬間風速を推定した．なお，5

地点での 10 分間の平均風速と最大瞬間風速との

間の相関係数はそれぞれ，0.94，0.98，0.99，0.97，

0.93 であり，両者の関係は充分に有意であった．

3．2 推定結果

図 2 は 3.1 節に述べた方法で推定した結果であ

る．図 2a では撮影時の気温と撮影時の最大瞬間

風速との関係であり，図 2b は撮影時から 6 時間

前までの平均気温と最大瞬間風速との関係であ

る．以下にそれぞれの積雪の造形美の生成条件を

図 2a および図 2b を用いて説明する．

雪まりも（観察事例：8例）はすべて気温がマイ

ナスの時に観察でき，撮影時の気温と平均風速は

−12.0〜−1.5℃および 2.3〜11.1ms−1（撮影時か

ら 6 時間前までの平均気温と平均風速は−12.3〜

−3.4℃および 2.5〜7.3ms−1）であった．また，観

察事例 8 例中 7 例が撮影時の最大瞬間風速で8.7

〜18.4ms−1，6 時間前までの最大瞬間風速で9.9

〜20.6ms−1 を観測しており，マイナスの気温で

乾いた積雪が比較的高い風速の時に生成したと推

定できる．

雪だま（観察事例：9例）は比較的広い温度帯と

幅広い風速範囲で観察できた．撮影時の気温と平

均風速は−10.5〜4.0℃および 2.4〜10.7ms−1（撮

影時から 6 時間前までの平均気温と平均風速は

−10.3〜2.4℃および 1.0〜10.2ms−1）であり，観
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注 1 気象庁 HP では地点により最大瞬間風速の公表開

始の日付が異なる．例えば，宗谷岬では 2008 年 9

月 9 日 0：10 からであり，北斗では 2008 年 12 月

17 日 14：30 からである．



察事例 9例中 6例は雪まりもよりも暖かい温度で

生成したと考えられる．また，撮影時の気温がマ

イナスとプラスの事例があったことから気温 0度

を境にした場合の気温と平均風速を比較した．撮

影時の気温がマイナスの事例（5例，以下，「雪だ

まA」と記載）は気温−10.5〜−0.3℃，平均風速
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表 2 各撮影地で使用したアメダス観測所および撮影地からアメダス観測所までの

直線距離（1/50000 地形図使用）．



2.9〜7.5ms−1，最大瞬間風速は 5.5〜11.3ms−1（撮

影時から 6 時間前までの平均気温−10.3〜−0.8

℃，平均風速 1.4〜5.1ms−1，最大瞬間風速は6.6

〜14.1ms−1）であり，撮影時の気温がプラスの事

例（4例，以下，「雪だまB」と記載）は気温 0.5〜

4.0℃，平均風速 2.4〜10.7ms−1，最大瞬間風速は

4.0〜19.5ms−1（撮影時から 6 時間前までの平均

気温と平均風速は−0.9〜2.4℃および 1.0〜10.2

ms−1，最大瞬間風速は 7.6〜21.3ms−1）であった．

気温がマイナスで乾いた積雪を材料とする雪だま

Aに対し，気温がプラスで濡れ雪を材料とする雪

だまBの方が風速が高い傾向にあり，乾いた雪に

対してぬれ雪を移動させるのにより大きな風速が

必要であるとの考えに整合的である．

雪まくり（観察事例：13 例）は撮影時の気温は

−2.4〜5.0℃であり，1例を除き雪まりもよりも暖

かい温度で観察されていた．また，観察事例 13

例中 12 例は雪だまAよりも暖かい温度で観察さ

れたが，9例は雪だま Bと同じ範囲内の気温で観

察されていた．6 時間前までの平均気温は−2.6

〜3.3℃であり，平均風速の範囲は比較的広く撮影

時から 6 時間前までの平均風速で 1.1〜9.4ms−1，

最大瞬間風速は 6.8〜20.8ms−1 であった．雪まく

りを観察できた場所の形状が平地と斜面に分かれ

たため，各々の気温と平均風速を比較した．平地

（海岸や水田地帯：図 1d）で観察された事例 4 例

はすべてプラスの気温で観察され，撮影時の気温

1.4〜2.6℃，平均風速は 3.1〜7.4ms−1，最大瞬間

風速は 7.7〜11.5ms−1（撮影から 6 時間前までの

平均気温と平均風速は−1.0〜0.7℃および 2.6〜5.7

ms−1，最大瞬間風速は 8.3〜14.2ms−1）の時に生

成したと推定される．

一方，斜面（山や河川敷：図 1e）で観察された

事例 9例は撮影時の気温は−2.4〜5.0℃であり，1

例を除いてプラスの気温でできていた．風速は幅

広い風速範囲で観察でき，平均風速は 1.0〜11.8

ms−1，最大瞬間風速は 2.6〜19.0ms−1（撮影から

6 時間前までの平均気温と平均風速は−2.6〜3.3

℃および 1.1〜9.4ms−1，最大瞬間風速は 6.8〜

20.8ms−1）であった．このうち観察事例 4 例に

ついては撮影時の気温と平均風速は 0.0〜3.0℃お

よび 1.8〜5.4ms−1 であり，下記に示す自動車の

フロントガラスにできる雪まくりの気象条件と類

似している．

自動車のフロントガラスでできる雪まくり（観

察事例：5 例）は，撮影時の気温と平均風速は0.7

〜3.3℃および 2.1〜5.7ms−1，最大瞬間風速は4.1

〜9.4ms−1（撮影から 6 時間前までの平均気温と

平均風速は 0.6〜1.6℃および 2.0〜3.6ms−1，最大

瞬間風速は 7.0〜10.4ms−1）であり，気温が 1.0℃

前後の時にできると推定できる．また，事例 5例

のうち 3例については撮影前 2時間以内に雪また

は霙を観察，1例については撮影の前日に雨・雪・

霰を観察し，いずれも降雪深 1cm を記録してい
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表 3 各形態の積雪が生成された気象条件．



た．気温が 1.0℃前後の時には降雪深 1cm 程度の

積雪はゆっくりと融雪すると考えられ，それがこ

のような形態の積雪を形作るのに寄与していたと

考えられる．

雪ひも（観察事例：5例）は比較的広い温度帯と

平均風速が低い時に観察することができ，撮影時

の気温と平均風速は−17.7〜2.2℃および 0.3〜2.3

ms−1（撮影時から 6 時間前までの平均気温と平

均風速は−18.9〜0.5℃および 0.9〜3.7ms−1）で

あった．また，観察事例 5例のうち 4例は撮影時

の最大瞬間風速は 1.1〜2.0ms−1，撮影から 6時間

前までの最大瞬間風速では 2.1〜8.1ms−1 であり，

今回集まった積雪の造形美の中でも比較的風速の

低い時に生成されたと推定できる．

渦巻き雪ひも（観察事例：2例）は撮影時から 6

時間前までの平均気温が−6.0〜−1.3℃で形成さ

れ，平均風速は 5.9〜6.7ms−1 であった．いずれ

も撮影前 2〜6 時間以内に降雪深 1〜7cm を観測

し，撮影から 6 時間前までの最大瞬間風速は 15.6

〜25.6ms−1 と比較的大きな風速を観測してい

た．また，玄関の窓ガラスに付着した積雪が融雪

する際，比較的高い風速を観測していたと考えら

れ，それがこのような形態の積雪を形づくるのに

寄与していたと考えられる．

上記の生成条件の範囲を図 3に示す．ここでは

それぞれの積雪の造形美が撮影時に生成されたと

仮定した場合（図 3a）と撮影時から 6時間前まで

の気象条件で生成されたと仮定した場合（図 3b）

の範囲とした．すでに述べたように，それぞれの

積雪の造形美ごとに生成される温度・風速領域が

異なることがわかる．雪だまの生成条件の範囲は

図 3a，図 3b ともに広く，次に雪まくりの生成条

件の範囲が広かった．一方，自動車のフロントガ

ラスでできる雪まくりは，雪面でできる通常の雪

まくりの生成条件の範囲の中に入った．また，雪

まりもは温度の低下とともに，低い風速でも生成

する傾向を示した．雪ひもは風速が比較的低い条

件で幅広い温度範囲で観察できることがわかる．

4． まとめ

本研究で報告した積雪の造形美の特徴と推定し

た生成条件を以下にまとめる．

1）雪まりもは，乾いた積雪からなる直径 0.5〜2

cm程度の球形をしており，推定した生成条件は，

気温−12.0〜−1.5℃，平均風速 2.3〜11.1ms−1，

最大瞬間風速 3.6〜18.4ms−1 である．

2）雪だまは，乾雪あるいは湿雪の直径 10〜20

cm 程度の球形をしており推定した生成条件は，

気温−10.5〜4.0℃，平均風速 2.4〜10.7ms−1，最

大瞬間風速 4.0〜19.5ms−1 である．このうち乾い

た積雪からなる雪だま A の生成条件は，気温

−10.5〜−0.3℃，平均風速 2.9〜7.5ms−1，最大瞬

間風速 5.5〜11.3ms−1 であり，湿った積雪からな

る雪だま Bの生成条件は，気温 0.5〜4.0℃，平均

風速 2. 4〜10. 7ms−1，最大瞬間風速 4. 0〜19. 5

m/s−1 である．

雪氷 76 巻 5 号（2014） 身近に見られる積雪の造形美の生成条件の解明 351

図 2 （a）撮影時の気温と最大瞬間風速，（b）撮影時

から 6 時間前までの平均気温と最大瞬間風速

との関係．



3）雪まくりは，乾雪あるいは湿雪の直径 10

cm〜1m程度の俵型をしており，推定した生成条

件は，気温−2.4〜5.0℃，平均風速 1.0〜11.8ms−1，

最大瞬間風速 2.6〜19.0ms−1 である．

4）雪まくり（自動車のフロントガラス）は，湿っ

た積雪からなる直径 5〜20 cm 程度の俵型あるい

は中央から巻いた形状をしており，推定した生成

条件は，気温 0.7〜3.3℃，平均風速 2.1〜5.7ms−1，

最大瞬間風速 4.1〜9.4ms−1 である．

5）雪ひもは，長くまがりくねった形状の積雪で

太い形状と細い形状があり，推定した生成条件は，

気温−17.7〜2.2℃，平均風速 0.3〜2.3ms−1，最大

瞬間風速 1.1〜4.1ms−1 である．

6）渦巻き雪ひもは，細い雪ひもが玄関の窓ガラ

スに渦を巻いて垂下しており，推定した生成条件

は，気温−4.8〜−1.1℃，平均風速 3.6〜7.0ms−1，

最大瞬間風速 6.5〜12.8ms−1 である．

今回の事例として紹介した写真の他にも北海道

新聞社の協力により，同社のホームページ上に公

開されている（www. hokkaido-np. co. jp/cont/

snowy_modeling/）．

新聞というマスメディアを通じて，研究者と市

民の情報を共有する機会をいただいた．新聞社に

寄せられた貴重な写真を見て，身近に起きる不思

議な現象に気づくことが自然を知る第一歩ではな

いか，と改めて感じた．今後もさらに多くの積雪
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図 3 雪まりも，雪だま，雪まくり，雪まくり（自動車のフロントガラス），雪ひもの生成条件．

（a）撮影時に生成されたと仮定した場合，（b）撮影時から 6時間前までに生成されたと

仮定した場合．渦巻き雪ひもは 2例しか観察していないので，領域を示していない．



の造形美の写真を残すと共にそれらがどのような

条件で生成されたか，気象条件を調べていきたい

と考えている．
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Abstract: The Hokkaido Shimbun Press conducted a photo-collecting campaign of “Searching for

Yukimarimo in Hokkaido” from December 2012 to March 2013. Forty-two pictures of “snow beauties”,

including yukimarimo, were collected from citizens in Hokkaido, Japan. This paper summarizes the shapes

and formational meteorological conditions（air temperature, wind speed and maximum wind speed) of six

types of snow beauties: yukimarimo, snow balls, snow rollers, snow rollers on the front glass of cars, snow

strings, and snow swirls using AMeDAS meteorological data, which is operated by the Japan Meteoro-

logical Agency.
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2014 年 8 月 4 日受理，討論期限 2015 年 3 月 15 日）
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